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花と緑

大好きなこの島を、私たちの手で花咲き誇る島へ

宮古島市花いっぱい推進事業
　宮古島市を形づくるすべてがつながりを持ち、将来
にわたって花と緑で彩り溢れるかけがえのない美しい
島づくりを目的に「花いっぱい推進事業」を実施します。

■実施期間 :10 月 9 日 ( 火 ) 〜 12 月 7 日 ( 金 ) まで
■実施場所 :宮古島市農林水産部 みどり推進課 ( 東側育苗施設内 )
■参加資格 :花いっぱい推進事業に賛同する市民団体グループ
　　　　　  ※ 例 = 各自治体、各団体グループ、小中高学校、各企業、公共団体、各道路の里親
■設置場所 :各公共施設、公園施設、沿道沿い、観光施設、学校等
■花の種類 :マリーゴールド、インパチェンス、サルビア、ペチュニア、ガザニア、ベゴニア、
　　　　　  ビオラ、パンジー、フロックス、ナデシコ
■配布数量 :一団体上記種類の合計 200 〜 1,500 本までとします。
■作業内容 :各参加団体は、花苗の鉢植え作業を行います。作業には必ず4人以上で参加して下さい。
　　　　　  ※ 用具等はみどり推進課で準備します。
　　　　　  ※ 植付適期になった場合はみどり推進課から連絡します。
　　　　　　■申込受付 :9 月 10 日 ( 月 ) 〜 28 日 ( 金 )　※ 申込書はみどり推進課にあります。
　　　　　　■その他：※みどり推進課の指導のもと取り組んで下さい。
　　　　　　　　　　　※ 花の植付場所、作業、管理状況の写真を提出して下さい。
　　　　　　　　　　　携帯・スマホ等に管理状況の写真データが入っていれば、当課で印刷できます。
　　　　　　　　　　　※ トレイは必ず植付終了後、洗って速やかに返却して下さい。
■お問合せ :みどり推進課 ☎ 72-9784　FAX 72-6242
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「カンキツグリーニング病」持込み診断ご協力のお願い
【カンキツグリーニング病とは】
世界的に重要な柑橘の病害で、感染すると数年後には枯れてしまいます。主な感
染源は「ミカンキジラミ」という虫や、感染した木からの取り木・接ぎ木。
【治療方法】ありません。感染すると、黄色っぽい葉やまだらに黄色い葉がでたり、
一部の枝が枯れる等の症状がでます。病気の木は感染源となるので速やかに伐採
処分をしてください。
【持ち込みサンプルの採集方法】
４方向から症状のある葉を含む枝を１本ずつ採取し、袋にいれる。
持ち込み診断の依頼やお問合せは下記までお願いします。

【お問合せ】
●病害虫防除センター ☎ 73-2634　　●農林水産振興センター ☎ 72-2552
● JA おきなわ宮古地区営農振興センター ☎ 72-4588
●宮古島市役所 農政課 ☎ 76-6840

沖縄県ではまん延防止のため、無料の持ち込み診断を実施しています。

市民公開講座

「地域コラボ・
島の健康講座」

お問い合わせ
下地保健福祉センター

☎ 76-2785 

宮古病院地域連携室   
☎ 72-3151

　   

「目の健康を考える〜白内障と緑内障について〜」
日 時：9 月２６日 ( 水 ) 18:00 〜 19:00
場 所：宮古病院 1 階外来待合室 ( 駐車無料 )

講 師：若山 美紀 氏 ( 県立宮古病院 眼科医師 )
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9 月 9 日 は「 救 急 の 日 」!
　「救急の日」は、救急業務及び救急医療に対して皆様方に理解と認識を深めていただくとともに、
救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に昭和 57 年に定められました。以来、毎年 9 月 9
日を「救急の日」として、全国各地において応急手当の講習会を中心とした救急に関する様々な行
事が実施されております。

宮古島市における救急車による搬送状況
【お問合せ】

消防本部 警防課 ☎ 72-0943

　平成 26 年に初めて救急出動件数が 3,000 件を超え、平成 29 年には 3,213 件の救急出動件数
があり 3,015 人の方々が救急車で搬送されました。
搬送された方々の事故種別は、急病が 1,960 人全体の 65％でトップ、次いで一般負傷 438 人
(15％）、その他 328 人 (11%)、交通事故 202 人 (6.7%) となっておりますが、傷病程度別では半
数以上の 51％が入院を必要としない軽傷です。
　このままでは真に緊急を要し、救急車が必要な方への対応が遅れてしまう可能性があり、救命率
に影響がでるおそれがありますので、「救急車の適正利用」をお願い致します。

◆宮古島市における救急出動件数
    及び搬送人数の推移
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その 119 番、本当に必要ですか？

『居場所型学習支援教室』児童・生徒募集のお知らせ
お子様が安心して過ごせる場所の提供と生活能力の向上を図ります

　宮古島市では、生活が困窮している子育て世代に対して、生活指導
や軽食の提供、キャリア教育を行うための居場所型学習支援教室を平
成 28 年６月より開所しています。
　生活困窮世帯の子どもの健康と安全を確保するとともに、実情に応
じた学習支援や生活指導を行い、自己肯定感を高め、力強く生きてい
く能力を育む事を目的としています。
　子ども達が生まれ育った環境に左右されることなく、安心して夢や
希望が持てるような支援を行っていきます。

〈居場所型学習支援教室の内容〉
　　■対象・・・生活保護世帯・準要保護世帯の小・中・高校生
　　　　　　　　※ 上記２つに当てはまらない場合は、世帯状況を
　　　　　　　　　 確認のうえ判断します。
　　■場所・・・宮古島市内　　■時間・・下校〜 21 時の間 ( 月〜土 )
　　■形式・・・居場所型学習支援 ( 軽食の提供あり )

■お問合わせ
　福祉政策課 
　☎ 73-1981

まずはお気軽に
ご相談ください！
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